
12月22日（木）毎年、３年生が「課題研究」という授業の中で、地域の課題について探求し、その成果を発
表する運びとなりました。発表会では本校生徒だけでなく、三本奈井江町長、相澤教育長を始め、地域の方々
にもご臨席いただき、最高学年として商業高校ならではの特色ある発表を行いました。

今回のテーマは『奈井江町の活性化』。『移住班』は移住の状況を役場や奈井町に店舗を移転した店主にイ
ンタビューし、奈井江町への移住対策案を提案しました。『特産品開発班』はＳＤＧsの観点から廃棄されるト
マトやメロンを利用した商品の提案、『観光班』は奈井江町の観光地案内チラシを作成し、魅力的な観光地を
紹介しました。『ゲーム班』はスクラッチというプログラミング言語を使って作成した班が２つあり、一つは、
メロンや椎茸などの特産品や道の駅などの施設をトランプの絵札にした神経衰弱ゲーム、もう一つは、特産品
をブロックに見立て、それを飛び越える犬のジャンプゲームを作成しました。ゲーム班もう１つは、【VBA】と
いうマクロ言語を使って、奈井江町の三択クイズを作成しました。レベル別の問題を用意し、楽しく、奈井江
町を知ってもらえるよう問題を工夫していました。素晴らしい成果発表でした。

12月22日（木）課題研究発表会に続いて、１年生による「地域を知る発表会」が今年度初めて行われま
した。「総合的な探究の時間」において、地域の課題を探求する活動を始め、地域の方々の助言もいただ
きながら、自然・福祉・鉱工業・観光などのグループに分かれて活動してきました。今年度は３年間の取
組の途中経過として、ポスターセッションという形態で調査・研究の成果を中間報告をしました。

ステージ発表とは違い、５つのグループが壁に貼ったポスターを使って目の前の観客に話しかけるとい
う形態なので、距離が近くやりとりのしやすい環境の中、地域の方々からの多くのアドバイスもいただく
ことができました。奈井江町にある自然を観光に結びつけることはできないだろうか、奈井江町の福祉に
関わることはできないだろうかなど、自分たちが感じている奈井江町の課題に対して、実際に役場の方や
地域の人たちに話を聞きに行ったり、作業場所に見学しに行ったりと、それぞれのグループの特色が出た
発表となりました。なお、初年度でありながらエントリーした「マイプロジェクトアワード」の地域
Summitに「自然班①」と「鉱工業班」の２グループが参加することになりました。



令和５年１月の行事予定

１月９日(月) 成人の日 １月23日(月) 情報処理検定週間（～27日）

１月14日(土) 大学入学共通テスト（～15） １月29日(日) 全商情報処理検定

１月18日(水) 大掃除・全校集会 １月30日(月) ３年 後期期末考査（～31日）

１月18日(水) 簿記検定週間（～20日） １月31日(火) 卒業式予行・同窓会入会式

１月22日(日) 全商簿記実務検定

本来であれば、予定していた12月16日（金）に球技大会を行う予定でしたが、予想以上の降雪による
臨時休業の影響で、今年最後の登校日12月23日（金）の午前中を使うことに変更し、大会を行いまし
た。種目はバドミントンと卓球、バレーボールでしたが、各種目とも真剣に和気藹々と盛り上がった内
容でした。生徒会を始め、体育委員のスムーズな連携で予定より早く進行し、怪我もなく終えることが
できました。


